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1.まえがき 

 鋼構造物の疲労試験データを収集・整理することは，適切な疲労設計法の構築のために重要である．山田ら

が 1990年前後に開発した約 7,000に及ぶ疲労試験結果を収めた疲労データベース 1)は，JSSC疲労設計指針の

設計 S-N 線図の構築に活用された．しかし，その後必ずしも必要なメインテナンスが行われてこなかったた

め，現在は十分に活用できる状態にはない．そこで本研究では，山田らが開発したデータベースに収納された

データを活用するとともに，その機能・ユーザインターフェイスを参考にして，新たなデータベースを開発す

ることを試みた． 

2.データベース作成ソフト 

 本研究において，データベース作成ソフトにはMicrosoft VisualBasic.NET 2003(以下 VB)を使用した．また，

データを格納するためにMicrosoft Access 2000(以下 Access)も使用した．VBは外部の Accessテーブルデータ

との連結，新規登録・修正・削除・出力ができるフォーム，テーブルからデータを様々な条件で抽出できるク

エリ，データやクエリの結果を独自に配置し表示できるフォーム，で形成されている．VBではこれらを連携

させ，データベースを作成していく．また，VBでは開発したデータベースを単独アプリケーションとするこ

とが可能である．  

3.データベースの設計 

 疲労試験の結果は，過去の同種の実験値から疲れ強さを推定するなど耐久性評価に利用できるが，既存鋼構

造物の疲労破損の防止や今後の鋼構造物の計画・設計を適切に行うための種々の分析にも利用される 1)．本デ

ータベースの開発は，まえがきでも述べたように疲労に関する実験結果の管理，

分析を容易にすることが目的であることから，以下の機能を持たせることとする． 

(1) 管理する機能として，新規の疲労データ(test condition・S-N DATA)を入力す

る機能，入力の際必要となるヘルプ機能，データを修正できる機能，疲労デ

ータを削除する機能，入力したデータを見やすいように一覧表示する機能，

S-N DATAの全データを外部出力できる機能，検索後の S-N DATAを外部出

力できる機能 

(2) 管理・分析するための機能として，種々の条件での検索機能，抽出した実験

結果を外部出力できる機能 

 これらの機能は，アプリケーション起動時にトップページから利用できるよう

にする．ただし，外部出力は一部のフォームに備え付けているため，トップペー

ジには配置していない．図－1 にデータベースの構成を示す．また，利用者が容

易に利用できるよう，可能な限りわかりやすい画面表示となるよう配置する． 

4.データベースの開発 

 この章では，データベースの開発項目で主要なものをピックアップして紹介する． 

4.1 テーブル 

 データベースのテーブルは 2つに分けてある．1つは文献などから得られた疲労試験条件(試験体形状，溶接

方法など)が格納されたテーブル，1 つは疲労試験結果(S-N DATA)が格納されたテーブルである．2 つのテー

ブルは別々に利用される際はそれぞれ単独で扱われ，検索に利用されるときはプログラムにより[テストナン

バー]と[継手形式コード]を用いて連結される．連結を定義することにより，2つのテーブルに対し，一度にフ
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図－1 データベースの構成 
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ォームを適用できる． 

4.2 トップページ 

 トップページには，図－2に示すように test conditionの編集，S-N DATAの編集，疲労データの検索，アプ

リケーションの終了を表示するようにした．データベースの設計でも述べたように，誰にでも容易に利用でき

ることが目的であるため，シンプルな配置になるようにした． 

4.3 検索 

 検索フォームには 2つのテーブル表示画面がある．検索手順は，利用者が得たい条件を「検索条件入力」フ

ォームを通じて打ち込み，「検索」ボタンを押すと，それに対応した test conditionの Accessテーブルデータ

が表示されるようにした．また，Accessテーブルの行を選択すると，テストナンバーと継手形式コードが同種

である S-N DATA のみが一方の表示画面に表示されるようにするなど，利用者に検索の手間がかからないよ

うに心がけている． 

5.データベースの利用方法 

 このデータベースの利用は，全てトップページから始まる．まず「test 

condition」の編集をクリックすると test conditionの全データが閲覧表示され

ているフォームが開き，データの新規登録・修正・削除ができる．編集が終

了すると「保存」ボタンを押しデータを更新する．また，登録時に必要なヘ

ルプも設置されている．同様にトップページから「S-N DATA」の編集をク

リックすると S-N DATAの全データが閲覧表示されているフォーム(図－3)

が開き，データの新規登録・修正・削除・出力ができる．編集が終了すると

「保存」ボタンを押しデータを更新する。また、「出力」ボタンが設置され

ており，クリックすると Excelに出力される．出力されたデータを手間なく

利用できるように「Excel起動」ボタンが設置されており，クリックすると

Excelが立ち上がる． 

 検索を行うには，トップページから疲労データの検索をクリックし検索フ

ォーム(図－4)を表示する．「検索条件入力」ボタンを押し，条件を決め，

「検索」ボタンを押すと，条件に合う test condition が表示される．test 

condition が表示されているテーブルの行を選択すると，対応している S-N 

DATA が表示される．また検索された S-N DATA を出力できるように，上

記したものと同様，「出力」・「Excel起動」ボタンが設置されている． 

6.まとめ 

 今回データベースを開発したことによって，利用者が容易に疲労の実験結

果を管理し，検索により様々な条件で絞り込む等の作業が可能となった．ま

た，外部出力化したことで，他アプリケーションとの活用範囲が広くなった．

データの内容を出力することにより，設計 S-N 図を作成可能にしたのだが，今後は本アプリケーション内に

て対数グラフを作成できるようにし，さらに分析できるものにしていかなければならないと考えている．検索

においても，条件が指定しやすいものにすることを考えている．また，文献等からできるだけ多くのデータを

登録していきたいと考えている．他にも継手の区分等級に対する疲労設計曲線を表示できる機能を付加するこ

とにより，分析機能の向上を図りたいと考えている． 
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図－2 トップページ 
 

 
図－3 データの閲覧･編集 
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図－4 疲労データの検索画面 
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